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教育委員会 学校教育部 

           令和３年１月２１日  

（１）新型コロナウイルス感染症による児童生徒や教員への影響について 

【コロナ禍での児童生徒の反応、様子はどのようなものだったか】 

 ～臨時休業明けの様子～ 

・慣れない感染症対策や多くの活動制限が設けられる中、戸惑い不安を抱

く児童生徒や教員 

～現在の様子～ 

・新しい生活様式を踏まえた学校生活に慣れてきて、授業でもグループで

の協働的な活動や理科の実験、家庭科の調理実習なども順次再開 

 ・市立船橋高等学校の生徒の学校再開後の様子（都丸校長より報告） 

12月 23日（水）学校再開（学年ごとの分散登校） 

   12月 24日（木）～1月 6日（水）冬季休業 

   1月 7日（木）通常登校 
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【コロナ禍での不登校】 

不登校児童生徒数       （令和 2年 12月末） 

小学校 221名（前年比 17名増） 

中学校 389名（前年比 88名減） 

 コロナ禍を理由に今年度より新たに 30日以上登校していない 

(出席停止扱いをしている)児童生徒数       （令和 2年 12月末） 
 

小学校 47名 

中学校 76名 

 

【スクールカウンセラー（SC）・スクールソーシャルワーカー（SSW）】 

・相談件数              （件数は全て令和 2年 11月末現在で延べ件数） 

SC 
児童生徒 保護者 教職員 合計 

2,589件 2,360件 4,829件 9,778件 

        （件数は全て令和 2 年 11 月末現在 派遣申請数は実数 それ以外は延べ件数） 

SSW 
派遣申請 電話 訪問 

89件 833件 529件 

・コロナ禍の影響を受けた相談内容の変化 

SC 

・不登校、登校渋りの相談  

・在宅勤務等の影響による家庭問題の相談  

・経済的に困窮したという相談 

SSW 

・コロナ禍の前後で相談内容に変化なし（相談の中心は不登校） 

・経済的に困窮したということを主訴にした相談はなかったが、すでに相談を受

けている案件の中で、経済的な問題があり、給付金や休業補償等の紹介を行った

ケースあり。 
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【その他学校生活について】 

・「学校における感染症対策マニュアル」の策定(保健体育課) 

  登校前の健康観察、各家庭及び学校生活全般に関わる感染予防策 

・不安を抱える児童生徒への対応(指導課) 

  分散登校の実施と対面でのコミュニケーションの重視 

・夏季休業及び９月隔週土曜日の授業実施(指導課) 

暑さ対策と時間割の工夫と児童生徒・教職員の負担増 

 ・安全、安心な学校給食の提供(保健体育課) 

   小学校：短時間で配膳可能な献立の工夫 

   中学校：ランチルームの使用停止とパック詰め弁当を教室で喫食 

 ・感染予防策を講じながらの教育相談(総合教育センター・指導課) 

   教育相談(電話：1,021件 面談：495件 訪問：108件)(令和 2年 11月末現在) 

   【物的支援の実施】 

 ・少人数教育を行う部屋にルームエアコン設置(学務課) 

   設置：５９教室 合計台数：９８台（小２４校・中１２校） 

 ・コードレス掃除機を整備(学務課) 

   合計台数：８４７台（小５７８台・中２４３台・特支２６台） 

【人的配置の実施】 

・スクール・サポート・スタッフの配置(学務課) 
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  令和２年１１月までに全校への配置完了 

 ・業者委託によるトイレ清掃(保健体育課) 

   トイレ数２０カ所を上回る学校について清掃・消毒を実施 

【学校行事】 

・修学旅行の中止に伴う代替行事の実施(指導課) 

  小学校のほぼ全て、中学校の約半数、特別支援、市高は実施済 

・運動会、体育祭の縮小開催(保健体育課) 

  実施方法を工夫し、全校実施 

【部活動（運動・文化）】 

・「部活動再開にあたってのガイドライン」の作成(保健体育課・指導課) 

  感染症対策の徹底と段階的な再開の周知 

・運動部活動の大会運営(保健体育課) 

競技ごとの大会要項の作成と感染症対策の徹底 

 【オンラインの活用】 

 ・双方向によるオンラインの学級活動と授業の実施(指導課) 

   小学校２校・中学校２校 

 ・教職員へのオンライン研修の実施(総合教育センター) 

   合計３６回のオンライン研修 延べ３，８００名が受講予定 

 


